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〔巻頭言〕

「教育相談学会」第５３号の発刊に寄せて

学会長 小谷 慎一

学会員の皆様、各校理事・常任理事の皆様にはおかれましては、日頃より教育相談の充実・発

展に格別のご尽力をなされていることに深く感謝申し上げます。

さて、今年度の研究大会は、令和５年度に４年ぶりに再開した集合開催から３年連続で四国大

学を会場として、令和７年８月22日に開催いたしました。研究主題についても継続して「生徒に

寄り添い、豊かな未来を築く教育相談」と掲げ、69名が参集した研究大会となりました。

はじめに、板野高等学校 村口 友美 先生から「学校生活に不安を抱える生徒のサポートにつ

いて」、続いて、阿波西高等学校 日下 瑞月 先生から「本校の教育相談について～自他ともに大

切にできる生徒を育成する教育相談活動をめざして～」と題しての研究発表がありました。いず

れも日々の教育相談体制や、一人一人の生徒を大切にされている実践を丁寧に発表いただき、実

践内容が共有できる研究発表となりました。また、研究発表に対しての指導助言を、徳島県立総

合教育センター特別支援・相談課長の 大久保 秀昭 様、徳島県教育委員会いじめ・不登校対策

課 不登校支援担当指導主事の 川平 伸也 様から賜り、有意義な協議の場となりました。

午後からは、「解決志向ブリーフセラピーを用いたスクールカウンセリング」と題して、愛媛

大学教育学部教授 相模 健人 様より、教育相談の際に大いに活用することができる傾聴の枠組

みである「ＥＡＲＳ」や、教育相談で解決を導く二つの方法等についてのご講演をいただいた後、

２会場に分散して情報交換会が行われました。情報交換会のテーマは「教育相談で大切にしてい

る視点について」であり、会員の先生方は、研究発表、研究協議、指導助言や相模先生のご講演、

並びにご自身の経験や相談事例等を踏まえられながら、熱心に意見交換がなされていました。明

日からの実践に、大いに生かせる情報交換会となったことと拝察いたしました。

日々の校務の処理や事案の対応に追われ、また様々な課題の解決に向けて奮闘なされている

学会員の皆様が研究大会に集うことで、教育相談上の悩みを共有したり、疑問点を明らかにし

たりすることで、学び合いができた貴重な一日・確実な一歩の共有になり、盛会のうちに大会

を終えることができました。また、大会当日には、会場準備や分科会の運営に多くの会員の皆

様にご協力いただきましたことに改めて感謝申し上げます。ありがとうございました

発刊された本学会誌に改めて目を通されることで、大会当日の学びを振り返ることができ、

今対応されている事例に活用していただきたいとの思いで編集いたしました。これらの研修や日

々の実践を通して、会員の皆様の教育相談スキルが向上し、教育相談の目的である各校生徒の「個

人の資質や能力の伸長を援助」することで、「生徒に寄り添い、豊かな未来を築く教育相談」が

構築されていくことを心から期待しています。

結びとなりますが、本誌を発刊するにあたり、寄稿していただきました皆様、編集に携わっ

ていただいた役員の方々に深く感謝を申し上げるとともに、会員の皆様方の今後ますますの御活

躍と教育相談学会のますますの発展を祈念いたしまして、「教育相談学会」第 ５３号の発刊にあ

たっての挨拶といたします。



   

教育相談の充実に向けて 

 

徳島県立総合教育センター      

特別支援・相談課課長 大久保 秀昭 

 

１ はじめに 

 教育相談学会の皆様におかれましては、教育相談の充実に向けて熱心に御尽力いただいており
ますこと、心より感謝申し上げます。 
さて、令和５年度の文部科学省調査によると、小、中、高等学校における不登校の児童生徒は、 

11 年連続で増加し過去最多、いじめの認知件数においても、過去最多となっており、県内の状況
も全国と同様となっております。 
このような状況の中、生徒が抱える課題は、ますます複雑かつ深刻化しており、不登校やいじ

め、家庭環境の問題など、多岐にわたる支援が求められています。 
 また、令和４年 12 月に改訂された「生徒指導提要」においても、生徒指導と教育相談が一体と
なって「未然防止や早期発見、早期支援、問題への対応について一貫した支援に重点を置いたチ
ーム支援体制をつくる必要がある」ことが示されるなど、教育相談において「チーム支援」の重
要性が高まっております。 
しかし、学校が単独で対応することが難しいケースも多くなってきており、専門職や関係機関

との連携を前提とした「チーム学校」の考え方が重要となっています。 
 徳島県立総合教育センター特別支援・相談課では、相談業務に加え、不登校支援に関しては、
「ほっとスペースあせび」、「ライフサポーター派遣」として、居場所作りや自立への側面的支
援を、学校支援に関しては、「不登校児童生徒支援会議」の開催など様々な事業を実施しており
ますので、ぜひ御活用ください。 
 各校におきましては、学校生活のみならず社会状況や将来に対する不安を抱く生徒の声に、日
々耳を傾け、寄り添いつつ、あらゆる側面からチームでアプローチをしてくださっていることと
思います。今後も生徒が安心して有意義な学校生活を送ることができるよう、御支援をよろしく
お願いいたします。 
 

２ 生徒指導提要に示されている教育相談について 

生徒指導提要では、教育相談は、生徒指導の一環と位置付けられ、生徒指導と教育相談を一体

化させて、全教職員が一致して取組を進めることが必要とされています。また、教職員には、教

育相談の基本姿勢として、「児童生徒理解 （アセスメント）に基づいて考えること」 、「柔軟

な働きかけを目指すこと」「どの段階でどのような指導・援助が必要かという時間的視点を持つ

こと」が求められています。 

これらの視点を踏まえ、教育相談活動を展開していくためには、生徒指導と同様に、通常の教

育活動の中で、様々な資質や能力の積極的な獲得を支援する「発達支持的教育相談」及び、全て

の児童生徒を対象とした課題の未然防止教育や、課題の兆候が見られる特定の児童生徒を対象と

した「課題予防的教育相談」、深刻な課題を抱えている特定の児童生徒への「困難課題対応的教

育相談」の重層的支援構造で考え、実践していくことが重要であると示されています。 

また、教育相談は、教育相談コーディネーター、スクールカウンセラー、スクールソーシャル

ワーカー等が個人的に実践するものではなく重層的支援構造の教育相談が組織的・計画的に実践

できる体制づくりが、何よりも重要とされています。このことを踏まえ、実効的に機能する校内



   

体制を組織することが求められており、学校だけでなく、専門職や関係機関との連携を前提とし

たチームを構築することが大切になってきます。 

生徒指導提要では、チーム支援においては、管理職のリーダーシップの下、全校体制で取り組

むチーム支援のプロセスとして次の図を用いて説明しています。 

 

図 チーム支援のプロセス 

（生徒指導提要 令和４年 12 月 文部科学省より） 

 

まずは、児童生徒のアセスメント、そして、取組の方向性の明確化と目標を共有し、プラン

を作成して支援を実施、評価・改善の PDCA サイクルを意識して取り組むことが大切であると説

明しています。このように、全校体制によるチーム支援の取組の改善を積み重ねていくことによ

り、「チーム学校」として発展していくことができます。 PDCA サイクルを意識しながら取組を

推進していくことが重要です。 

 教育相談では、児童生徒理解を深め、丁寧な関わりと観察から危機のサインに気づこうとする

姿勢を持ち、早期に対応できる体制や教職員全体で共有できる体制を整えておくことが重要と言

えます。そのためには、校内支援体制の構築だけでなく、教職員一人一人が教育相談に関する専

門性を高めていくことも必要となってきます。 

生徒指導提要には、教育相談について、多くの大切なことが示されています。すでに実践し

ていること、現在取り組み始めていること、まだできていないこともあると思います。まずは、

それぞれの学校の教育相談体制を整理し、無理せずできそうなところから取り組んでみてはいか

がでしょうか。 

 

３ 研究大会について 

今年度の研究大会は、「生徒に寄り添い、豊かな未来を築く教育相談」を研究主題として、四

国大学を会場に、集合型での実施となりました。事務局の皆様には、準備段階から当日の運営ま



  

で御尽力いただき、感謝申し上げます。 

研究発表は、板野高等学校と阿波西高等学校の２校から御発表いただきました。板野高等学校

からは、学校生活に不安を抱える生徒のサポートについて発表をいただきました。生徒のアセス

メントとして、面談や日々の観察などから得られた情報を校内サーバーで情報共有するなど、校

内で共有する仕組みが構築されており、事例にもあったようにチームで取り組みを進められてい

ました。また、性格診断テストやアンケート調査の結果を活用し、データに基づいて実践を進め

ていました。客観的なデータを共有、活用することは効果的な取り組みに繋がります。今後もデ

ータを活用し、取り組みを継続していただきたいと思います。 

次に、阿波西高等学校からは、学校で実践されている教育相談について発表をいただきました。

新入生の受け入れに向けて、早い段階から情報を共有し支援体制を整備したり、年４回の個人面

談や心のアンケートを実施したりするなど、生徒のアセスメントを丁寧に行っており、実態に基

づいた取組を進められていました。また、他機関と連携した心の健康教育や生徒主体の啓発活動

など、目的を明確にして実践を進められておりました。今後も発表テーマの副題にありますよう

に、自他ともに大切にできる生徒の育成に向け、取組を継続していただきたいと思います。 

両校の取組ともに、生徒指導提要に示されているように、アセスメントを丁寧に実施し、教員

間で共有のもと、アセスメントに基づき計画、実践を進めていました。PDCA サイクルを意識しな

がら、実践を積み上げていくことがチーム支援をより強固にしていきます。今後も評価・改善を

繰り返しながら継続した取組を期待します。  

今回の研究大会を通して、得たことを各学校においてしっかり活用していただき、教育相談体

制の充実に繋げていただきますようお願いいたします。 

 

４ おわりに 

本学会を通じて、各校の実践を共有し、最新の知見を得ることで、教育相談の質の向上と支援

体制の強化が図られることは、大変意義深いことです。 

教育相談は、生徒一人一人の思いや背景に寄り添い、安心して学べる環境を整えるための重要

な取組です。近年、生徒が抱える課題は多様化・複雑化しており、学校だけでの対応には限界が

ある中で、教育相談の果たす役割はますます大きくなっています。発表校の取組にもあったよう

に、関係機関と連携し、それぞれの専門性を生かし、協働していくことが重要となります。その

キーパーソンが、教育相談コーディネーターです。今後も、教育相談コーディネーターを核とし

たチーム支援の充実に向けて、校内体制の整備と教職員の専門性向上を継続的に進めていていた

だきたいと思います。 

徳島県立総合教育センターといたしましても、現場のニーズに寄り添いながら、教育相談に関

する研修や支援を一層充実させてまいります。今後とも、皆様の御理解と御協力を賜りますよう

お願い申し上げます。   

 最後になりましたが、今後ますます重要性を増す教育相談について、学会員の皆様が、さらに

理解を深め、実践を充実させていくことができますよう、教育相談学会のさらなる御発展を心よ

り祈念いたします。 



 

令和７年度 徳島県高等学校教育研究大会 

 

教　 育　 相　 談　 学　 会 

 

１．研究主題　　　『　生徒に寄り添い、豊かな未来を築く教育相談　』 

 

 ２．期　　日　　　令和７年８月２２日（金）

 

 ３．会　　場　　　四国大学

 

 ４．研究発表者及び研究発表題目

　　①板野高等学校　　　　　　養護教諭　村口　友美　先生 

　　　「学校生活に不安を抱える生徒のサポートについて」 

 

 　 ②阿波西高等学校　　　　　養護教諭　日下　瑞月　先生 

  　　「本校の教育相談の取組について～自他ともに大切にできる生徒を育成する 

　　　　教育相談活動をめざして～」 

 

　　助言指導　総合教育センター特別支援・相談課　　　  　　課長   大久保　秀昭　氏

 　　　　　　  いじめ・不登校対策課　不登校支援担当　　　　指導主事　　川平　伸也　氏

 

５．講　　師　　　愛媛大学　教育学部　教授　　相模　健人　氏 

　　 

６．演　　題　　　「解決志向ブリーフセラピーを用いたスクールカウンセリング」 

 

７．情報交換会 

 

８．日　　程 受付 　９：２０～　９：５０  

 開会行事 　９：５０～１０：１０ （経営情報館 P204) 
 研究発表 １０：１０～１１：００  

 研究協議 １１：１０～１１：５０  

 昼食 １１：５０～１３：００  

 講演 １３：００～１４：３０ （経営情報館 P204) 
 質疑 １４：３０～１４：４５  

 移動 １４：４５～１４：５５  

 情報交換会 １４：５５～１５：５０ （経営情報館 P301 ､ 302) 
 閉会行事 １５：５０～１６：００ 

 















   　　　　　学校生活に不安を抱える生徒のサポートについて 

 

                   徳島県立板野高等学校　　桝井　知恵  　稲垣　かおり  村口　友美 

１　はじめに 

　新型コロナウイルスの世界的流行は、教育界を大きく変えたと言われている。当たり前に行わ

れてきたことができないという戸惑いや歯がゆさの連続、マスクの着用やソーシャルディスタン

ス、そして、１日の中でも特に楽しみな昼食時においては、前を向き話をしないで食べるなどの

感染防止対策を行いながら毎日を過ごすこととなり、今まで行っていた当たり前が奪われた中で

の学校生活はストレスの増加となった。コロナ禍での苦しい経験を踏まえた現在では、持続可能

な新しい学校の姿を目指して、教員と生徒が模索や工夫をこらしながら動き出したところである。 

　一日の大半を過ごす場所である学校には、さまざまなタイプの生徒たちが共に生活をしている。

中には学校生活においてストレスや不安感を抱えながら生活をしている者もいる。生徒たちが安

心し、学校を自分の居場所として過ごすことができるように本校が日々取り組んでいる内容を発

表する。 

 

２　本校の概要 

　本校は、徳島県の北東部に位置している。学校付近には、四国八十八番札所のうち三寺ある。

部活動の有志が集まり３番札所である金泉寺において参拝をされるお遍路さんにお接待を行った

り、毎日の登下校において利用している通学路の清掃を行ったりして、地域に根ざした学校を目

指している。 

　令和６年度からは「板野町を高校生が盛り上げよう」という副テーマを掲げ山班・川班・寺班

・道班の４つに分かれてフィールドワークを行い、豊かな自然や観光地、産業や地産地消につい

ての探求活動も積極的に行っている。また、令和８年度には、創立１２０周年を迎える歴史と伝

統がある学校である。 

 

３　生徒の状況 

　板野郡内から通学をしている生徒が７割を超えている。日々の授業の後は、部活動に励む者を

はじめ、塾やアルバイト、習い事など放課後の時間は、個々の状況に応じて両立をさせながら、

忙しい毎日を送っている。 

　一方、小・中学校時代に不登校を経験している生徒や、特別支援学級に在籍し、個別の教育支

援計画を立て、学校生活や教育面において支援を受けて本校に入学する生徒、こども園や児童相

談所との連携を必要としている生徒など生徒の取り巻いている状況は多岐にわたっている。 

　また、保健室に来室する生徒の中には、心因性を主訴とする者や、身体的不調が主訴であって

もその陰に心因性が含まれている場合も多い。保健室における相談内容については、クラスでの

友人関係をはじめ、進路の悩みや学校生活全体の悩み、家庭の悩みなどこれも多岐にわたってい

る。 

 



４　教育相談体制 

　教育相談関係の分掌は、環境厚生課の中に位置している。教育相談コーディネーターは養護教

諭が担当しているが、各学年主任や担任と情報交換や情報共有を行いながら、また、各課と連携

を図りながら、学校全体で行っている。 

 

５　本校の取組 

（１）生徒の実態把握について 

　　①　年度当初生徒理解 

　年度当初の職員会議や、学年会議の時間を活用し、生徒の情報共有を行っている。また、生徒

情報については、校内のサーバー内でファイル化し、保健室より健康についての情報共有事項や

日々の生活の中であった事など引き継ぎたいデータを入力している。学期ごとに更新するように

しており、生徒理解に役立っている。新１年生においては、３月下旬に総合教育センターで行わ

れている中学校連絡協議会で得た情報をもとに共通理解を図っている。 

　　②　担任による面談週間（４月・９月） 

　生徒一人一人が安心して学校生活を送るための基盤を築くことを目指し、１学期と２学期のは

じめ１週間は、短縮授業で時間を捻出し、担任と生徒の２者面談を行っている。授業のこと、ク

ラスのこと、部活のこと、友人のこと、アルバイトのことなど様々な話をすることにより、担任

が生徒の思いを把握できることはもちろん、生徒自身の思考も整理されることができ、相互にお

いて有意義な時間となっている。 

　　③　１年生性格診断テスト 

　１年生を対象に性格診断テスト（クレペリン検査）を行っている。クラス全体の特徴や生徒一

人ひとりの伸ばしたい個性、注意したい点など細やかに診断されている。判定結果はクラス運営

や進路指導に活用したり、次年度に向けての共通理解にも活用している。また、生徒へのフィー

ドバックもあり、生徒本人の自己理解にもつながっている。 

（２）特別支援教育に関する取組について 

　　①　聴覚に過敏性を有する生徒について 

　本校に在籍する生徒の中に聴覚が過敏な生徒がいたため、教室の椅子にテニスボールを取り付

け騒音防止を図った。椅子による騒音については、気にしていた生徒もおり、集中力が高まった

り、教員の声が聞き取りやすくなりクラス全体において有効な策となった。 

　　②　個別の教育支援計画を作成している生徒について 

　中学校時代に個別の支援計画を作成していた生徒について、保護者からの依頼を受け、中学校

や巡回相談員と連携を図った上で、高校においても「個別の教育支援計画」を作成し、各教科に

おいて共通理解を図っている。 

（３）生徒会による取組 

　　①　廊下の壁面やクラスの出入り口にポジティブランゲージをラミネートし、生徒が行き来

する場所に貼付している。良い言葉を見て、良い言葉を聞いて、その言葉を繰り返すことでモチ

ベーションの維持やパフォーマンスが向上することは脳科学的にも実証されており、自分の気持

ちを明るく保つ手段の一つとして活用している。 



　　②　がんばルームの設置 

　職員室前の廊下の空きスペースに机と椅子、ライトを設置し、生徒たちが自習ができるような

空間を設置した。職員室前ということもあり、放課後も教員と生徒が教科書や参考書を広げて学

習している空間であったり、友人同士でおしゃべりをしている空間など様々な用途として活用さ

れている。生徒たちの思いが詰まったこの空間は、「がんばルーム」と名付けられ、生徒たちの

大切な場所となっている。 

（４）人権教育課によるアンケート調査 

　年度当初生徒理解のためアンケート調査を実施している。令和７年度に行った調査（抜粋）で

は、「現在悩みがある」と回答した生徒の割合は、１年生で 34 ％、２年生で 40 ％、３年生で 39

％となっている。悩みの内容として多いのは、全ての学年において、将来の進路、学校の成績、

友人関係となっている。また、悩みを相談する相手として、どの学年も保護者と友人で 80 ％を

占めている。調査の結果を受けて、全職員で共通理解を図る機会を設け、人権教育ホームルーム

の実施や職員研修を行い、相互において尊重するコミュニケーションスタイルにつなげている。 

（５）教育相談職員研修(７月・１２月) 

　校内職員研修を７月と 12 月の年２回行っている。本校の課題に応じた内容を精選し、知識や

スキルの向上を図っている。 

　養護教諭が教育相談コーディネーター、特別支援教育コーディネーターを兼任していることも

あり、令和６年７月は、徳島県立総合教育センター特別支援・相談課班長藤本洋美先生に来校い

ただき「発達障がいに関する理解と支援について」という題で講演いただいた。実際にディスレ

クシア（読字障がい）がある方の見え方を体験しながら発達障がいの種類や特性について学ぶこ

とで障がいによる困難さを理解し、できることやできる方法に注目し支援を続けることの大切さ

を教えていただいた。 

　令和６年 12 月は、本校 SC の上岡義典先生から「本校におけるカウンセリングについて」と

いう題でご講演いただいた。本校のカウンセリングの実態を軸として上岡先生は四国大学生活科

学部人間生活学科の教授でもあるので、大学生の不登校の現状についてもお話していただき、不

登校になりやすい生徒・学生の特徴や不登校の予防に向けて徳島県が取り組んでいる電話相談や

LINE 相談、アプリ登録による相談についても具体的に教えていただいた。 

　本年７月においては、今年度より本校の SC をお願いしている赤尾英子先生から「思春期・青

年期の精神保健」という題でご講演いただいた。心理士の資格をお持ちである赤尾先生は、思春

期・青年期における精神保健の特徴やその問題について架空事例を用いて生徒との関わり方や支

援について説明いただき、メンタルヘルスの課題と支援についての理解が深まった。 

（６）SC との連携 

 　①　SC によるカウンセリングについての広報活動について 

　SC だよりを発行し、SC によるカウンセリングについての周知を行っている。入学説明会時に

おいても周知はしているが、あらためて SC だよりを保護者に向けて発行することで、保護者か

らの相談依頼もあり、保護者の精神的負担の軽減につながっている。 

 　②　カウンセリングを受けやすい環境づくり 

  毎週１回３時間 SC によるカウンセリングを行っている。相談日には、生徒はもちろん教職員



 が生徒のことで相談を行うケースもあり、毎週埋まっている状況である。

　授業中における生徒のカウンセリングについては、学期に１回ではあるが「出席扱い」とし、

カウンセリングを受けやすい環境の整備を行っている。放課後にカウンセリングを行う場合は、

廊下等で生徒が行き交う時間帯は避けるなどした、プライバシーの保護についても考慮している。 

（７）外部機関との連携 

　２か月に１回「思春期相談」として徳島県精神保健福祉センターに出向き、宮内和瑞子先生に

生徒の個別相談を行っている。コーディネーターや担任、学年主任などその時に応じ、相談案件

を抱えた職員の支えとなっている。　    

 

６　本校の教育相談的事例 

（１）A さんの事例を通して 

　現在３年生である A は、別室受験を経て本校に入学してきた。中学時は不登校を経験してお

り、真面目でコツコツと努力できるが、周りの反応に敏感な場面もある。コロナ禍で入学をした A

は、人前でマスクを外せず、写真の被写体になることを強く拒んでいた。２年生では、マスクを

した状態ではあるが、集合写真に参加できるようになった。また、高校入学時より剣道部に入部

し、毎日練習にも励んでいる。ところが、３年生になり、教職員の異動やクラス替えをきっかけ

に不安感が再発し、学校に足が進められなくなった。 

　対策委員会を持ち、別室登校（教育相談室でのオンライン授業）経て、教室へ戻れるように様

々な試みを展開している。期末考査後のスポーツ大会は登校できたが、その後は登校できた日と

欠席してしまった日とが交互で続いており、今現在は、進むべき道を模索している状況である。 

（２）B さんの事例を通して 

  先天的な疾病のため、車椅子で生活を行っている B は、個別の教育支援計画を作成し、各教

科と共通理解を図りながら学校生活を送っている。本校は、エレベーターがなく設置についても

学校の構造上難しかったため、ホームルーム教室を１階にする、車椅子用のスロープを設置する

等環境の整備を行った。 

　個別の教育支援計画を作成するに当たっては、中学時代の担任、総合教育センター特別支援教

育課の教育相談担当者、徳島県教育委員会特別支援教育課の担当者、みなと高等学園の巡回相談

員など様々な方と連携を図り、B の将来の社会参加を見据えた目標を意識した。 

　B は学校生活においては入学時より、２名の支援員が交代で授業や移動時のサポートを行って

いる。B は支援委員と共に放課後においては、当日の授業で使用したプリント類の整理や、翌日

の授業の準備を行ったりしている。昨年度は、本人や保護者と何度も話し合いの場を持ち、検討

を重ねた上で、北海道への修学旅行、本年度においても６月に遠足で大阪万博と、クラスや班の

仲間と共に楽しむ時間を持つことが実現できた。 

　７月には、教育委員会特別支援教育課の担当者、総合教育センター特別支援相談課教育相談担

当者と進路実現に向けて教育相談会を行った。 

　B は、中学校までは、特別支援学級に在籍をしており、高等学校においても中学校での個別の

教育支援計画を引き継いで切れ目のない支援体制の構築を図っている。教員や支援員の思いと保

護者側の思いがすれ違う場面もあるが、対話を重ねながら、保護者の要望や課題解決のための方



 策を検討する時間を持つよう努めている。

　この２件はあくまでも日々の教育活動の中で行われている事例であり、学年主任、担任、教科

担任など学校全体で小さなサインや声なき声を見逃さないよう時間をかけてサポートを行ってい

 る。

 

７ おわりに 

　様々な悩みや困り感を抱える生徒に対して、学校と家庭が相互に連携をすることは必要不可欠

である。問題が起きてから対応する教育相談ではなく、大きな問題が起こらないための教育相談、

同じような問題を繰り返さない教育相談の体制を様々な角度から多くの専門機関とつながりを持

って、共に考える姿勢が重要であると考える。生徒自身がこれからの生活において困難があって

も何度でも自分で立ち上がり前に進んでいくことができる力を身につけることができるようサポ

ート体制の充実を図りたい。 

　本校がある板野町は、徳島県魅力度町ランキングで４年連続１位を獲得している。生徒たちが

安心して自分の夢や志に向かって努力できる環境、魅力ある学校づくりを教職員一丸となって今

後も続けていきたい。 

  

 


















